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A. 研究目的 
既存添加物の多くは植物抽出物であり,多数

の成分が含まれているため,その品質管理には

詳細な成分解析に基づいた規格作成が必要で

あるが,未検討なものについては,その精査が求

められる.本研究では,成分規格が設定されてい

ない生コーヒー豆抽出物,ゲンチアナ抽出物,モ
ウソウチク抽出物,カキ色素について,品質規格

作成のための基礎的データの集積を目的に,製
品中の含有成分について検討した. 
 

B. 研究方法 
生コーヒー豆抽出物,ゲンチアナ抽出物,モウ

ソウチク抽出物,カキ色素について,それぞれ各

種カラムクロマトグラフィー（YMC gel 
ODS-AQ, Sephadex LH-20, Chromatorex ODS 等） 
による分離・精製を繰り返し,化合物の単離を行

った.単離した各化合物については,機器分析デ

ータの標品との直接比較あるいは文献値との

比較によって化合物の同定,構造解析を行った.
高分子画分の分析はゲル浸透クロマトグラフ

ィー（GPC）により行った. 
 

C. 研究結果及び考察 
生コーヒー豆抽出物から,19種の化合物

〔3-O-trans-caffeoylquinic acid,4-O-trans- 
caffeoylquinic acid,5-O-trans-caffeoylquinic acid
（chlorogenic acid）,3-O-trans-feruloylquinic 
acid,4-O-trans-feruloylquinic acid,5-O-trans- 
feruloylquinic acid,caffeine,3,4-di-O-trans- 
caffeoylquinic acid,4,5-di-O-trans-caffeoylquinic 
acid,trans-p-coumaroyl-L-tryptophan,3,5-di-O- 
trans-caffeoylquinic acid,ethyl 
chlorogenate,3-O-trans- 
feluroyl-5-O-trans-caffeoylquinic 
acid,trans-caffeoyl-L-tryptophan,vanillin,3-O-trans- 
caffeoyl-4-O-trans-feruloylquinic acid,4-O-trans- 
caffeoyl-5-O-trans-feruloylquinic acid,trans- 
feruloyl-L-tryptophan,trans-caffeoyl-L- tryptophan 
methyl ester〕を単離した.本検討から,主検出成分

はcaffeine及びchlorogenic acidであり,またDPPH
ラジカル消去活性を指標とした酸化防止能の

結果から,有効成分はchlorogenic acidをはじめと
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するカフェー酸誘導体であることが示唆され

た. 
ゲンチアナ抽出物からは,17 種の化合物

〔anofinic acid,2-methoxyanofinic 
acid,5-hydroxymethyl-2-furfural,2,3-dihydroxybenz
oic acid,furan-2-carboxylic acid,loganic acid, 
gentiopicroside,isovitexin,sweroside,vanillic acid, 
gentisin,isogentisin,6'-O-glucosylgentiopicroside,ge
ntisin 7-O-primeveroside,isogentisin 3-O- 
primeveroside,swertiajaposide D,loganic acid 
7-(2'-hydroxy-3'-O--D-glucopyranosyl)benzoate〕
を単離し,確認試験として HPLC 及び TLC によ

る定性,定量分析について,gentiopicroside 及び

amarogentin を指標成分として分析する方法を

提案した. 
モウソウチク抽出物からは,11 種の化合物 

〔5-hydroxymethyl-2-furfural,4-hydroxybenzoic 
acid,p-coumaric acid,trans-ferulic 
acid,N,N'-diferuloylputrescine,arbutin,tachioside,iso
tachioside,3,4'-dihydroxypropiophenone 
3-O-glucoside, koaburaside, lyoniresinol 9'-O- 

glucoside,propiophenone 4'-O-primeveroside〕を単

離し,その構造を明らかにした.また,単離した化

合物を標準品として HPLC 分析を行った結果,
主 成 分 と し て p-coumaric acid,3,4'- 
dihydroxypropiophenone 
3-O-glucoside,lyoniresinol 9'-O-glucoside を検出

し た 一 方,本 製 品 中 の 主 成 分 と さ れ る

2,6-dimethoxy-1,4- benzoquinone はマイナー成

分として観察されるのみであった.他の製品を

分析し製品間における成分比較を行った結

果,3 製品間で共通の成分が観察され,本研究で

明らかにした成分が指標成分の候補となり得

ることが考察されたが,ピークが検出されない

製品もあり,製品間でのばらつきが認められた.
また,既存添加物名簿において主成分とされる

2,6-dimethoxy-1,4- benzoquinoneは今回の測定条

件ではいずれの製品中にもほとんど検出され

ず,製品の同等性確保のためにも指標成分の提

案が示唆された. 
カキ色素については,製品の分離精製を繰り

返し,HPLC でほぼ 1 ピークのフラクションを得

ることができたが,機器分析により構造解析を

試みたところ,夾雑物が認められさらなる精製

を計画中である.一方,製品には構造不特定の縮

合型タンニン類が含まれることが示唆された

ことから,高分子領域の分子量について GPC に

より測定し,重量平均分子量約 20 万であること

が明らかとなった.今後これらの構造的特徴に

ついても検討を要する. 
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